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〔
下
級
審
民
訴
事
例
研
究
四
四
〕

44

破
産
者
が
破
産
宣
告
後
死
亡
し
相
続
財
産
の
破
産
手
続
に
お
い
て
そ
の
相
続
人
が
し
た
免
責
申
立
の
適
否

平
成
八
年
五
月
一
五
日
高
松
高
裁
第
二
部
決
定
、
平
成
八
年
（
ラ
）
第
二
一
号
、
免
責
申
立
却
下
決
定
に
対
す
る
即
時
抗

告
事
件
、
抗
告
棄
却
、
（
そ
の
後
特
別
抗
告
却
下
）
原
審
・
高
松
地
裁
丸
亀
支
部
（
平
成
七
年
（
モ
）
第
二
一
五
号
）
平

成
八
年
二
月
壬
二
日
決
定
（
判
例
時
報
一
五
八
六
号
七
九
頁
）

判例研究

〔
事
　
実
〕

1
　
A
は
平
成
七
年
三
月
二
日
破
産
宣
告
を
受
け
た
が
、
そ
の
後
同

年
四
月
一
一
日
死
亡
し
、
相
続
財
産
に
つ
き
破
産
手
続
が
続
行
さ
れ

同
年
九
月
一
九
日
破
産
廃
止
の
決
定
が
な
さ
れ
た
。
A
の
子
X
は
、

破
産
廃
止
決
定
後
抗
告
期
間
内
に
免
責
の
申
立
を
し
た
。

2
　
原
裁
判
所
は
、
免
責
申
立
権
は
一
身
専
属
権
で
あ
る
と
し
て
X

の
申
立
て
を
却
下
し
た
。

3
　
X
か
ら
抗
告
。
抗
告
理
由
は
以
下
の
と
お
り
。

　
「
相
続
人
は
、
被
相
続
人
の
地
位
を
包
括
的
に
継
承
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
被
相
続
人
の
破
産
者
た
る
地
位
を
継
承
す
る
も
の
と
し
て
、

破
産
者
が
、
免
責
申
立
前
に
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
免
責
申
立

権
者
た
る
地
位
も
継
承
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
破
産
者
死
亡
の
場
合
、
相
続
財
産
に
つ
き
免
責
を
認
め
る
必
要
が

存
す
る
か
ら
、
相
続
人
に
免
責
の
規
定
の
類
推
適
用
を
認
め
る
べ
き

で
あ
る
（
青
林
書
院
注
解
破
産
法
〔
改
訂
第
二
版
〕
七
二
一
二
～
七
二

四
頁
）
。
」

4
　
判
例
時
報
及
び
事
件
関
係
者
か
ら
の
資
料
に
よ
る
事
実
関
係
の

推
移
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。
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①
A
に
破
産
宣
告
平
七
・
三
・
二
、
⑭
A
死
亡
平
七
・
四
・
一
一
、

⑥
費
用
不
足
に
よ
る
破
産
廃
止
決
定
平
七
・
九
・
一
九
、
⑥
X
免
責

の
申
立
平
七
・
一
〇
・
一
九
、
㈲
廃
止
決
定
公
告
平
七
・
一
〇
・
三

〇
、
㈲
免
責
却
下
平
八
・
二
・
壬
二
、
ω
即
時
抗
告
棄
却
平
八
・
五

・
一
五
（
⑧
特
別
抗
告
却
下
平
八
・
七
・
一
〇
。
）
。

〔
決
定
の
要
旨
〕

　
抗
告
審
は
、
以
下
の
と
お
り
の
理
由
で
X
の
抗
告
を
棄
却
し
た
。

　
「
破
産
宣
告
後
に
破
産
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
相
続
財

産
（
た
だ
し
、
破
産
宣
告
後
の
新
得
財
産
を
除
く
。
）
に
つ
き
破
産

手
続
が
続
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
、
破
産
者
の
相
続
人
は
、

破
産
法
三
三
条
に
則
り
、
破
産
者
に
対
し
て
有
す
る
債
権
に
つ
き
相

続
債
権
者
と
同
一
の
権
利
を
有
す
る
者
と
し
て
、
破
産
債
権
者
た
り

得
る
こ
と
に
照
ら
す
と
、
破
産
者
の
相
続
人
を
右
破
産
手
続
の
継
承

人
と
み
る
こ
と
は
で
き
ず
、
相
続
財
産
自
体
を
右
破
産
手
続
当
事
者

（
破
産
者
）
と
み
、
法
人
格
な
き
財
団
に
破
産
能
力
を
認
め
る
の
を

相
当
と
す
る
。
し
て
み
れ
ば
、
破
産
者
の
相
続
人
が
右
破
産
手
続
の

当
事
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
に
、
免
責
の
申
立
を
す
る
余
地
は
な

い
と
い
う
ほ
か
は
な
い
（
ち
な
み
に
、
破
産
者
の
相
続
人
は
、
限
定
承

認
や
相
続
放
棄
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
続
債
権
者
が
相
続
人
の
固

有
財
産
に
対
し
て
権
利
を
行
使
す
る
の
を
阻
止
す
べ
き
で
あ
る
。
）
。
」

〔
評
　
釈
〕

　
本
件
決
定
に
反
対
す
る
。

1
　
相
続
財
産
の
破
産
と
免
責
申
立
と
の
パ
タ
ー
ン
に
は
、
ω
狭
義

の
相
続
財
産
の
破
産
と
し
て
当
初
か
ら
相
続
財
産
に
対
し
て
破
産
宣

告
（
一
二
条
と
＝
二
〇
条
前
段
）
を
す
る
場
合
と
、
②
広
義
の
相
続

財
産
の
破
産
と
し
て
、
ま
ず
被
相
続
人
に
対
し
て
破
産
宣
告
あ
り
、

そ
の
後
破
産
者
の
死
亡
で
破
産
手
続
が
相
続
財
産
に
続
行
（
一
三
〇

条
後
段
）
さ
れ
る
場
合
と
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
イ
、
被
相
続
人
が
免

責
の
申
立
を
し
た
が
、
免
責
の
裁
判
前
に
死
亡
し
た
場
合
（
破
産
手

続
中
に
死
亡
の
場
合
と
破
産
手
続
終
了
後
に
死
亡
の
場
合
）
と
、
ロ
、

相
続
開
始
後
に
は
じ
め
て
相
続
人
が
免
責
の
申
立
を
し
た
場
合
、

（
免
責
申
立
は
破
産
手
続
中
の
み
。
破
産
終
了
後
は
免
責
の
申
立
権

な
し
三
六
六
－
二
（
免
責
の
資
料
散
逸
の
可
能
性
が
高
い
た
め
。
）
）

が
あ
る
。
本
件
は
ロ
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

2
　
相
続
財
産
の
破
産
者
に
関
す
る
学
説
と
本
件
の
結
論
と
の
関
係

に
つ
い
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
①
　
相
続
財
産
の
破
産
者
を
被
相
続
人
の
法
主
体
の
残
映
と
す
る

説
か
ら
は
、
X
の
免
責
の
申
立
は
許
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
X
は
破

産
者
で
な
い
た
め
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
の
　
相
続
人
を
破
産
者
と
す

る
説
（
大
決
昭
六
・
一
二
∴
二
民
集
一
〇
巻
一
二
二
五
頁
。
な
お

生
前
は
被
相
続
人
、
死
後
は
相
続
人
説
も
こ
れ
に
帰
す
る
。
）
は
X
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の
免
責
の
申
立
を
可
能
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
X
が
破
産
者
で
あ
る
た

め
で
あ
る
。
し
か
し
右
1
1
⑭
ー
イ
と
ロ
の
ケ
ー
ス
で
、
免
責
申
立

権
を
一
身
専
属
的
権
利
と
み
る
と
こ
ろ
か
ら
X
は
免
責
手
続
受
継
で

き
な
い
こ
と
に
な
る
し
（
イ
の
ケ
ー
ス
）
、
ま
た
同
じ
理
由
で
X
は

申
立
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
位
を
承
継
で
き
な
い
（
ロ
の
ケ
ー

ス
）
と
す
る
と
、
X
は
申
立
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

本
件
第
一
審
の
立
場
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
相
続

人
X
は
破
産
者
と
し
て
固
有
の
権
利
に
基
づ
く
免
責
の
申
立
が
で
き

る
こ
と
に
な
る
。
つ
い
で
⑥
　
相
続
財
産
を
破
産
者
と
す
る
説
（
通

説
）
で
は
、
X
の
免
責
の
申
立
は
許
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
X
は
破

産
者
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
相
続
財
産
自
身
に
お
い
て
は
ど
う
か

と
い
う
と
、
固
有
の
免
責
申
立
権
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。
け
だ
し
相

続
財
産
が
清
算
目
的
の
財
団
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
右
1
1
②
ー
イ

の
ケ
ー
ス
で
は
、
相
続
財
産
が
破
産
者
で
あ
る
た
め
相
続
人
自
身
は

受
継
で
き
な
い
。
右
1
i
⑭
ー
ロ
の
ケ
ー
ス
で
も
相
続
人
は
免
責
の

申
立
が
で
き
な
い
。
実
務
上
東
京
地
裁
で
は
免
責
申
立
権
は
一
身
専

属
権
の
取
扱
い
で
あ
る
。
な
お
イ
、
ロ
と
も
X
の
免
責
の
申
立
を
認

め
る
た
め
に
は
、
免
責
に
限
り
相
続
人
を
破
産
者
と
み
る
と
い
う
理

論
を
構
成
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

3
　
検
討

　
ω
　
相
続
財
産
の
破
産
に
お
け
る
破
産
者
は
相
続
財
産
で
あ
る

（
通
説
）
と
し
た
上
で
、
そ
れ
を
財
団
法
人
も
し
く
は
権
利
能
力
な

き
財
団
と
す
る
と
、
財
団
の
破
産
は
当
の
財
団
限
り
の
有
限
責
任
で

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
相
続
人
は
完
全
に
免
責
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

し
か
し
破
産
法
五
条
及
び
三
二
条
の
規
定
が
存
す
る
と
こ
ろ
か
ら
反

対
に
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
間
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
右
2
の

ω
、
⑭
、
㈹
の
い
ず
れ
の
見
解
に
よ
っ
て
も
、
破
産
終
結
後
は
相
続

人
に
残
額
責
任
を
生
じ
る
。
そ
う
す
る
と
相
続
人
に
免
責
の
申
立
を

認
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
（
注
解
破
産
法
七
一
三
頁
、
七

二
三
頁
、
七
二
四
頁
（
林
屋
“
宮
川
）
は
相
続
財
産
説
で
相
続
人
に

免
責
の
規
定
の
類
推
適
用
を
認
め
る
。
）
。
ま
た
、
免
責
に
は
、
破
産

債
権
者
の
す
る
破
産
終
了
後
の
相
続
人
の
固
有
財
産
へ
の
執
行
を
排

除
し
て
相
続
人
の
債
権
者
を
保
護
す
る
意
味
も
あ
る
。
こ
の
免
責
を

認
め
る
場
合
で
も
二
二
〇
条
後
段
の
場
合
で
被
相
続
人
の
破
産
宣
告

後
の
新
得
財
産
に
は
免
責
を
認
め
な
い
見
解
が
あ
る
（
前
掲
書
七
二

四
頁
）
。
こ
れ
は
相
続
人
の
債
権
者
を
保
護
す
る
必
要
な
し
と
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
免
責
の
類
推
を
認
め
る
と
き
は
免
責
制
度

は
破
産
債
権
者
に
よ
る
追
及
を
新
得
財
産
も
含
め
て
免
れ
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
し
、
相
続
人
は
こ
の
新
得
財
産
を
相
続
す
る
の
だ
か
ら
相

続
人
の
固
有
の
債
権
者
の
引
当
て
財
産
と
な
る
の
は
当
然
と
い
え
る
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の
で
こ
の
見
解
に
は
反
対
す
る
。
た
だ
こ
の
見
解
は
免
責
の
対
象
財

産
に
よ
る
区
分
と
い
う
見
方
を
示
唆
す
る
も
の
で
、
今
後
の
免
責
制

度
の
検
討
の
た
め
の
材
料
に
な
る
点
で
評
価
で
き
る
。

　
③
　
相
続
人
は
民
法
の
放
棄
又
は
限
定
承
認
を
し
て
お
け
ば
残
額

責
任
を
免
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
と
き
は
相
続
人
は
完
全
に
免
責
さ

れ
る
。
こ
こ
か
ら
逆
に
、
放
棄
や
限
定
承
認
を
で
き
た
の
に
こ
れ
ら

を
し
な
い
相
続
人
に
残
額
責
任
が
生
じ
る
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
る

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
㈹
　
だ
が
し
か
し
、
相
続
財
産
を
破
産
者
と
す
る
の
が
通
説
で
あ

り
、
こ
こ
か
ら
形
式
論
理
的
に
は
相
続
人
は
免
責
の
申
立
が
で
き
な

い
こ
と
が
そ
の
帰
結
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
、
破
産
終
結
後
は
免
責
の

申
立
が
許
さ
れ
ず
（
三
六
六
ー
二
）
、
か
つ
破
産
終
結
に
よ
り
相
続

人
に
残
額
責
任
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
相
反
す
る
状
態
が
間

題
で
あ
り
、
こ
の
状
況
下
で
相
続
人
に
免
責
の
申
立
を
認
め
る
べ
き

か
否
か
に
つ
い
て
、
本
件
決
定
は
相
続
財
産
を
破
産
者
と
し
、
か
つ

右
の
⑭
を
説
い
て
免
責
の
申
立
を
認
め
な
い
の
で
あ
る
。

　
㈲
　
本
件
の
第
一
審
は
、
前
記
1
1
②
ー
ロ
の
ケ
ー
ス
（
本
件
）

で
免
責
申
立
権
の
一
身
専
属
性
か
ら
X
の
免
責
申
立
を
却
下
し
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
一
身
専
属
性
を
い
え
ば
前
記
2
ー
①
、
②
、
③
の

い
ず
れ
の
見
解
に
よ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
X
に
申
立
権
は
な
い
と
い

え
る
と
考
え
た
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
。
各
見
解
に
従
っ
て
検
討
す

る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
す
な
わ
ち
、
相
続
財
産
の
破
産
に
お
け
る
破
産
者
は
誰
れ
か
と
い

う
議
論
に
お
け
る
法
主
体
残
映
説
に
よ
れ
ば
、
破
産
者
は
被
相
続
人

で
あ
る
か
ら
一
身
専
属
性
と
か
か
わ
ら
な
い
が
、
破
産
者
は
死
亡
に

よ
り
不
存
在
で
あ
る
の
で
免
責
の
申
立
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
つ
ぎ
に
相
続
人
破
産
者
説
に
よ
れ
ば
、
破
産
者
は
相
続
人
で
あ
る

た
め
相
続
人
は
免
責
申
立
人
の
地
位
を
承
継
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、

一
身
専
属
性
か
ら
こ
れ
を
承
継
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
第
一
審
は
、

こ
れ
に
よ
っ
た
と
み
る
余
地
が
あ
る
。
な
お
こ
の
と
き
は
、
破
産
者

た
る
相
続
人
固
有
の
免
責
申
立
権
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
相
続
財
産
破
産
者
説
に
よ
れ
ば
、
破
産
者
た
る
相
続
財
産
は
破
産

法
二
二
〇
条
で
破
産
手
続
の
受
継
主
体
で
あ
る
け
れ
ど
も
被
相
続
人

の
地
位
を
承
継
す
る
関
係
に
は
な
い
。
こ
こ
で
は
破
産
者
で
は
な
い

相
続
人
は
免
責
申
立
権
の
一
身
専
属
性
に
か
か
わ
ら
ず
免
責
の
申
立

は
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
相
続
財
産
を
権
利
能
力
な
き
財

団
と
解
す
れ
ば
財
団
限
り
の
有
限
責
任
で
あ
る
た
め
、
相
続
財
産
自

身
に
も
固
有
の
免
責
申
立
権
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
一
身
専
属
性
論
に
よ
れ
ば
、
ど
の
立
場
に
つ
い
て
も
解

決
で
き
る
の
で
は
な
く
、
相
続
人
破
産
者
説
の
立
場
の
み
解
決
で
き

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
で
第
一
審
は
相
続
人
破
産
者
説
を
採
っ
た

と
も
み
え
る
。
こ
の
よ
う
に
第
一
審
が
相
続
人
破
産
者
説
に
よ
っ
た
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上
で
一
身
専
属
性
に
よ
り
申
立
を
却
下
し
た
と
み
る
余
地
が
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
本
件
決
定
は
そ
れ
に
よ
ら
ず
通
説
の
相
続
財
産
破
産
者

説
に
よ
り
X
の
免
責
の
申
立
を
却
下
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
㈲
　
な
お
、
上
記
1
1
ω
ー
イ
の
前
者
の
ケ
ー
ス
と
相
続
財
産
の

破
産
者
の
見
解
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ

に
つ
き
一
身
専
属
性
か
ら
受
継
を
否
定
す
る
見
解
に
基
本
法
コ
ン
メ

ン
タ
ー
ル
三
二
二
頁
（
三
六
六
条
－
二
藤
田
敏
）
が
あ
る
。
法
主
体

残
映
説
に
よ
れ
ば
、
被
相
続
人
が
存
在
し
続
け
る
が
、
受
継
は
せ
ず

に
結
局
当
事
者
が
不
存
在
で
免
責
手
続
は
終
了
と
す
る
と
解
さ
れ
る
。

相
続
人
破
産
者
説
に
よ
れ
ば
、
相
続
人
が
受
継
主
体
と
な
る
。
し
か

し
免
責
を
受
け
る
権
利
の
一
身
専
属
性
か
ら
受
継
は
不
可
能
で
あ
り
、

免
責
手
続
は
終
了
す
る
。

　
つ
ぎ
に
、
上
記
1
ー
⑭
ー
イ
の
後
者
の
ケ
ー
ス
で
、
破
産
者
が
破

産
終
結
後
に
死
亡
し
た
が
未
だ
免
責
の
裁
判
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
破
産
者
と
し
て
の
相
続
財
産
は
も
は
や
消
滅
し
て
お
り
相
続

人
は
被
相
続
人
の
地
位
を
承
継
し
て
い
て
、
か
つ
相
続
人
に
残
額
責

任
を
生
じ
る
の
で
、
免
責
手
続
は
中
断
し
た
上
で
相
続
人
が
受
継
が

で
き
る
と
解
す
る
の
が
よ
ろ
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
㈲
　
判
例
は
い
ず
れ
も
非
免
責
債
権
（
国
税
）
が
対
象
と
な
っ
た

事
案
で
あ
り
、
判
例
上
直
接
本
件
の
事
案
の
先
例
と
な
る
も
の
は
見

あ
た
ら
な
い
。
判
例
に
は
、
神
戸
地
判
昭
六
〇
二
二
・
壬
二
（
判

例
タ
イ
ム
ズ
六
〇
九
号
一
〇
六
頁
、
破
産
法
一
二
条
の
相
続
財
産
の

破
産
の
破
産
者
を
相
続
財
産
と
す
る
。
限
定
承
認
な
ど
し
な
い
相
続

人
に
は
残
額
責
任
を
生
じ
る
と
す
る
。
直
接
に
免
責
の
問
題
で
は
な

い
）
。
大
阪
高
判
昭
六
三
・
七
・
二
九
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
八
○
号

二
〇
六
頁
、
前
記
神
戸
地
判
の
控
訴
審
。
神
戸
地
判
と
同
様
に
述
べ

て
控
訴
棄
却
。
）
が
あ
る
。

　
の
　
本
件
決
定
に
つ
い
て
反
対
す
る
理
由
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。
　
イ
、
相
続
財
産
の
破
産
の
破
産
者
は
相
続
財
産
自
体
と
み
る
通
説

に
よ
っ
て
権
利
能
力
な
き
財
団
と
解
す
る
。
し
か
し
こ
れ
は
破
産
手

続
中
の
み
の
財
団
で
あ
り
、
破
産
法
五
条
、
三
二
条
か
ら
破
産
債
権

に
つ
い
て
は
財
団
限
り
の
有
限
責
任
で
は
な
く
相
続
人
が
残
額
責
任

を
負
担
す
る
無
限
責
任
で
あ
る
。
ま
た
、
ロ
、
相
続
財
産
破
産
の
終

結
後
、
相
続
債
権
者
は
相
続
人
の
財
産
へ
の
権
利
行
使
が
可
能
で
あ

る
と
解
さ
れ
る
（
伊
藤
・
破
産
法
（
新
版
）
四
一
頁
、
注
解
破
産
法

〔
改
訂
版
〕
五
四
頁
（
小
室
H
高
階
）
、
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
破

産
法
一
八
三
頁
（
河
野
）
等
）
。
ハ
、
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
、
相

続
人
は
放
棄
や
限
定
承
認
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
で
き
る

の
に
し
な
か
っ
た
相
続
人
に
免
責
を
認
め
る
の
は
、
こ
れ
ら
を
し
な

か
っ
た
相
続
人
を
保
護
し
す
ぎ
る
こ
と
に
な
り
実
体
民
法
が
与
え
た

も
の
以
上
の
も
の
を
相
続
人
に
与
え
る
必
要
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
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る
。
か
つ
放
棄
や
限
定
承
認
手
続
を
と
っ
た
相
続
人
に
は
免
責
不
許

可
の
余
地
が
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
相
続
人
に
完
全
免
責
を
認
め
る

こ
と
に
な
る
。
免
責
一
本
で
処
理
す
る
の
な
ら
、
相
続
人
の
免
責
の

申
立
を
検
討
し
て
も
よ
い
が
、
放
棄
や
限
定
承
認
の
制
度
を
有
し
て

い
る
わ
が
法
と
し
て
は
こ
れ
ら
に
よ
ら
せ
れ
ば
よ
く
、
わ
が
法
に
は

ド
イ
ツ
民
法
一
九
七
五
条
の
よ
う
な
規
定
（
相
続
財
産
の
破
産
に
限

定
承
認
の
効
果
を
付
与
す
る
。
）
は
な
い
が
、
相
続
人
は
放
棄
や
限

定
承
認
を
選
択
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
よ
い
の

で
、
相
続
人
に
免
責
の
申
立
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
考
え
方
が
生

じ
う
る
。
ま
た
相
続
人
が
放
棄
や
限
定
承
認
を
し
な
い
で
免
責
の
申

立
を
す
る
の
は
、
死
亡
後
の
放
棄
等
の
申
立
期
間
の
徒
過
の
場
合
も

あ
る
（
本
件
は
こ
れ
で
あ
る
。
）
。
問
題
と
な
る
の
は
、
被
相
続
人
の

宣
告
後
死
亡
ま
で
の
間
に
生
じ
た
新
得
財
産
や
自
由
財
産
が
巨
大
で

あ
る
と
き
に
、
相
続
人
が
財
産
入
手
を
目
的
と
し
て
故
意
に
放
棄
や

限
定
承
認
を
せ
ず
に
、
そ
し
て
残
額
責
任
を
免
れ
る
た
め
に
免
責
の

申
立
を
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
不
都
合
も
あ
る
の
で
免
責
を
認
め

な
く
て
も
限
定
承
認
制
度
等
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
利
用
す
れ

ば
よ
い
と
も
考
え
ら
れ
う
る
。

　
だ
が
し
か
し
、
右
イ
及
び
ロ
に
加
え
て
以
下
の
よ
う
に
み
る
べ
き

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
相
続
財
産
を
破
産
者
と
み
る
こ
と
は
、
破
産
手

続
中
に
お
け
る
破
産
者
は
誰
か
と
い
う
点
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た

の
で
あ
り
、
従
来
は
免
責
と
の
関
係
で
破
産
者
を
決
め
る
と
い
う
視

点
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
の
免
責
の
間

題
は
破
産
終
結
後
の
相
続
人
の
残
額
責
任
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
観
点
か
ら
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
形
式
上
相
続
財
産

の
破
産
者
を
誰
と
み
て
も
残
額
責
任
は
相
続
人
に
生
じ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
実
質
か
ら
免
責
の
関
係
で
は
相
続
人
を
破
産
者
と
み
て

よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
続
人
は
民
法
上

の
右
の
二
つ
の
制
度
の
ほ
か
に
免
責
制
度
の
利
用
も
可
能
で
あ
る
こ

と
に
な
る
。
相
続
人
の
選
択
肢
は
多
く
あ
っ
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
う
す
る
こ
と
は
破
産
者
を
二
義
に
解
す
る
こ
と
に

な
り
従
来
の
議
論
か
ら
は
認
め
難
い
点
が
あ
ろ
う
が
、
実
質
的
見
地

か
ら
免
責
手
続
に
つ
い
て
は
相
続
人
を
も
っ
て
破
産
者
と
す
る
と
解

す
べ
き
で
あ
る
。

　
⑧
　
ち
な
み
に
、
相
続
財
産
破
産
事
件
数
（
既
済
件
数
、
司
法
統

計
年
報
に
よ
る
。
）
は
、
平
成
一
年
は
二
五
件
、
平
成
二
年
は
三
〇

件
、
平
成
三
年
は
二
二
件
、
平
成
四
年
は
一
四
件
、
平
成
五
年
は
一

七
件
、
平
成
六
年
は
二
五
件
、
平
成
七
年
は
三
五
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
　
　
　
　
　
　
平
成
九
年
六
月
三
〇
日
稿
　
　
　
宗
田
親
彦
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